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第 57 回

日本小児神経学会近畿地方会

プログラム

日　　　 時：平成 27 年 3 月 7 日（土）13 時 25 分から

会　　　 場：薬業年金会館　６階　601 号室

　　　　　　　　　〒 542-0012　大阪市中央区谷町 6-5-4

　　　　　　　　　大阪市営地下鉄（谷町線・長堀鶴見緑地線）「谷町六丁目」駅下車

　　　　　　　　　４番出口上がる（出口すぐ横）

会　　　 長：常石　秀市

　　　　　　　　医療福祉センターきずな

特 別 講 演：「小児てんかんの合理的な治療を考える」

　　　　　　 奥村　彰久先生

　　　　　　　　愛知医科大学医学部　小児科学講座

受　　付：12 時 55 分より。

参 加 費：登録会員は無料。当日の会員登録、年会費納入受付を行います。

　　　　　当日参加は参加費 3,000 円（抄録集を含む）となっています。

発　　表：口演 6 分、討論 4 分、PC（Windows）、プロジェクターを使用します。

　　　　　発表図表等を CD-R にして 3 月 2 日（月）迄（必着）に下記宛に

　　　　　お送り下さい。

　　　　　 《送付先》　〒 675-2456　兵庫県加西市若井町字猪野 83-31

　　　　　　　　　　 医療福祉センターきずな

　　　　　　　　　　 常石　秀市　宛

総　　会：15 時 40 分から 15 時 50 分に行います。登録会員は出席して下さい。

そ の 他：日本小児神経学会専門医制度にて、発表筆頭者 3単位、連名者 1単位、参加者

　　　　　5単位、又日本小児科学会専門医制度の研修会として 4単位算定できます。

運営事務局　：　〒 532-0004　大阪府大阪市淀川区西宮原一丁目 8 番 29 号

　　　　　　　　テラサキ第 2 ビル 8 階　株式会社コネット内

　　　　　　　　TEL：06-6398-5745　FAX：06-6398-5746

　　　　　　　　E-MAIL：kjscn@conet-cap.jp

〔 〕
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◆大阪市営地下鉄（谷町線・長堀鶴見緑地線）「谷町六丁目」駅
下車４番出口上がる（出口すぐ横）
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プログラム
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開会　13：25　常石　秀市　会長

脳炎・脳症関連　座長　堀野朝子　（大阪市立総合医療センター 小児医療センター　小児神経内科）

13:30-14:00

　１．ataxia telangiectasia に伴う急性リンパ性白血病治療中に
　　　methotrexate 白質脳症を来した女児例

○松井　潤 、吉岡誠一郎、西倉紀子、高野知行、竹内義博

滋賀医科大学医学部　小児科

　２．抗 myelin oligodendrocyte glycoprotein（MOG）抗体陽性で多発
　　　性の中枢神経病変と視神経炎を認めた小児の 2症例

○木水友一１、利川寛実１、木村貞美１、池田　妙１、最上友紀子１、柳原恵子１、鈴木保宏１、

　初川嘉一２

１．大阪府立母子保健総合医療センター　小児神経科

２．大阪府立母子保健総合医療センター　眼科

　３．血漿交換療法中に脊髄出血を認めた Acute transverse myelitis（ATM）
　　　の1例

○堀野朝子１、川脇　壽１、福岡正隆１、辻ひとみ１、服部有香１、温井めぐみ１、九鬼一郎１、

　岡崎　伸１、石井啓一２、大塚康義３、宇城敦司３、嶋岡英輝３、富和清隆１

１．大阪市立総合医療センター　小児医療センター　小児神経内科

２．大阪市立総合医療センター　小児泌尿器科

３．大阪市立総合医療センター　集中治療部

重症児・発達関連　座長　八木麻理子　（にこにこハウス医療福祉センター　小児科）

14:00-14:30

　４．ポリオワクチン関連性麻痺の神経伝導速度の経過
○舞鶴賀奈子、横山淳史、熊田知浩、野崎章仁、林　安里、日衛嶋郁子、柴田　実、

　藤井達哉

滋賀県立小児保健医療センター　小児科

　５．兵庫県の医療的ケア調査・2014：20 歳未満在宅児の 2007 年との
　　　比較

○杉本健郎、田中一宏、常石秀市、 高田　哲、宅見晃子、河崎洋子、足立昌夫、橋本直樹、

　松本貴子、江原伯陽、渡辺志伸、二宮道人、熊谷直樹

兵庫県小児科医会・小児在宅医療委員会

　６．重症心身障害児・者における、急性ならびに慢性低ナトリウム血
　　　症の要因

○八木麻理子、松本葉子、西村美緒、河﨑洋子

にこにこハウス医療福祉センター　小児科
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脳外科関連　座長　山中　巧　（社会医療法人愛仁会高槻病院　小児脳神経外科）

14:30-15:00

　７．Multimodality を用いた術前計画が有用であった外傷性小児後頭葉
　　　てんかんの一手術例

○宇田武弘１、露口尚弘１、川嶋俊幸１、佐藤英俊１、中条公輔１、馬場良子１、後藤浩之１、

　九鬼一郎２、大畑建治１

１．大阪市立大学大学院医学研究科　脳神経外科

２．大阪市立総合医療センター　小児神経内科

　８．基礎疾患を持たない先天性頭皮欠損の２例
○中田あゆみ１、森　雅啓２、原田敦子２、山中　巧２、池上　等１、南　宏尚１、山崎麻美２

１．社会医療法人愛仁会高槻病院　小児科

２．社会医療法人愛仁会高槻病院　小児脳神経外科

　９．大脳半球間裂硬膜下膿瘍の 1例
○國廣誉世、松阪康弘、大畑裕紀、坂本博昭

大阪市立総合医療センター　小児脳神経外科

－ 15:00 ～ 15:10　休憩－

－ 15:10 ～ 15:20　総会－

特別講演　司会　常石秀市　（医療福祉センターきずな）

15:20-16:20

　「小児てんかんの合理的な治療を考える」
　  愛知医科大学　小児科　奥村彰久　先生

てんかん及びてんかん関連疾患　座長　瀬戸俊之　（大阪市立大学大学院医学研究科　発達小児医学）

16:20-17:00

　10．二相性けいれんと遅発性拡散低下を伴う急性脳症後に Epileptic 
　　　spasm を来し ACTH 療法が奏功した 1例

○井上賢治、木村暢佑、樋口嘉久、中本牧子、今井　剛、廣田常夫

大津赤十字病院　小児科

　11．ノロ胃腸炎を契機とした片側痙攣 -片麻痺 -てんかん症候群（HHE）
　　　の 1例

○糸見世子１、鈴木理恵１、向田壮一１、白石一浩１、篠塚　淳２

１．独立行政法人国立病院機構宇多野病院　小児神経科

２．宇治徳洲会病院　小児科
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　12．スパスム出現後に遅発性にヒプスアリスミアを呈した CDKL5
　　　遺伝子異常を有するてんかん性脳症の女児例

○富永康仁１、２、４、岸本加奈子１、４、谷河純平１、４、山崎早苗１、４、東　純史５、岩谷祥子１、２、４、

青天目信１、４、下野九理子１、２、４、加藤光広６、永井利三郎１、２、３、大薗恵一１、４

１．大阪大学大学院医学系研究科　小児科

２．大阪大学　連合小児発達学研究科

３．大阪大学大学院医学系研究科　保健学専攻生命育成看護科

４．大阪大学附属病院　てんかんセンター

５．箕面市立病院　小児科

６．山形大学医学部　小児科

　13．CDKL5 体細胞モザイクを認めた CDKL5 遺伝子異常症候群の
　　　１男児例

○森貞直哉１、加藤　威１、永瀬裕朗２、西山将広１、豊嶋大作１、中川　卓１、丸山あずさ２、

　付　学軍１、野津寛大１、和田博子３、高田　哲４、飯島一誠１

１．神戸大学大学院医学研究科　内科系講座小児科学分野

２．兵庫県立こども病院　神経内科

３．医療福祉センターさくら

４．神戸大学保健学研究科

筋・神経・代謝関連　座長　吉岡誠一郎　（滋賀医科大学　小児科学講座）

17:00-17:30

　14．るい痩が著明で FT3 がしばしば正常値を示した MCT8 異常症の
　　　13 歳男児例

○山下哲史１、瑞木　匡１、前田裕史１、木戸脇智志１、千代延友裕１、森本昌史１、難波範行２

１．京都府立医科大学　小児科

２．大阪大学大学院医学系研究科　小児科学

　15．Duchenne 型筋ジストロフィーの治験推進の新しい枠組みについて
○松尾雅文１、竹島泰弘２

１．神戸大学名誉教授、神戸学院大学総合リハビリテーション学部

２．兵庫医科大学小児科

　16．高乳酸血症所見を手掛かりに確定診断し得た Menkes 病の 1 例
○田中　司１、丸山あずさ１、永瀬裕朗１、粟野宏之２、八木麻理子３

１．兵庫県立こども病院　脳神経内科

２．神戸大学医学部附属病院　小児科

３．にこにこハウス医療福祉センター　小児科


